
様式７　授業改善プロジェクト アクション・リサーチのまとめ 英語教員指導力向上研修

氏名

20 名

3 時間

 クラスの様子・特徴

A 授業の観察 B　生徒による授業評価 C 学力データ

リサーチについての問合せ先：　

第３学年

第３学年 Ｎｅｗ　Ｈｏｒｉｚｏｎ ( 東京書籍）

18089 横山　多賀子受講番号 学校名 浦ノ内中学校

研究の成果

 科目名 使用教科書名

３年生は昨年度から担当している。家庭学習も良くでき真面目で、熱心に取り組む生徒が多い。仲も良く、すぐにペアワークもできる。しかし、理解に時間が
かかったり、個の特性に応じた支援・配慮のいる生徒や、英語学習に今一つ興味の持てない生徒もいる。

ＣＲＴで４領域全てが全国比に達していたが、小領域別では「基本的な英文を読みとること」が唯一、達していなかった（比９７）。

基本的な英文を読み取る力を高め、自主的に、内容を理解しながら読もうとする態度を身につけさせるにはどうすればよいか。

仮説３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 実践３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 検証３
導入の後、単語の意味と基本文の確認をし、１度
本文をＣＤで流した後にペアで大まかな意味の確認
をし合えば、全員が内容を考えるようになり、教え合
い、伝え合うことの大切さに気づくことで、学習への意
欲が高まるであろう。

内容理解の力を高めるため、同時通訳のように、英
文を聞いてすぐ、大まかな訳が自分の言葉で言える
ようにしようと、ＣＤの英文音読の後のリピートの間を
利用して、意味を考える時間を確保した。次に
個々に意味をつぶやくように指示したが、それではき
ちんと正しい訳を言えているかの確認が難しかったの
で、ペアになって大まかな意味の確認を言い合った。
その後、答え合わせをしてどれくらい合っていたか確
かめ合った。

「この活動が、内容をつかむための練習になっていると
感じますか」という質問に対して５段階で評価してもら
うと、 5 (9名：45%)  4 (7名：35%) 3 (3名：15%) 2(0名）
１(1名:5%）(5＝とてもそう思う）だった。「自分で訳すこ
とによって内容をよくつかめた」「お互いの訳を言い合え
るし、友達と教え合いや、相談もできていいと思う」な
ど肯定的な意見がほとんどだった。

読めないと教科書に何を書いているか分からず、授
業が分かったと思えない。読みとる力を付けるために
も、まず読めるということが大切だから、音読の練習を
多くとり、英語のリズムや発音に慣れさせて、同時通
訳のようにＣＤの英文リピートの間を利用し、意味を
自分の言葉でつぶやいてみるようにさせると、意味を
意識しながら、同時に読めるようになるであろう。

シャドウイングの時、お手本を示し、少しずつでいい
事を分からせ、励ました。シャドウイングが上手になっ
たところで、文字を見ず、目をつぶってリピートさせ
た。ペアでの読みの練習や、会話練習をして、上手
くできたら、褒め合うようにした。英語の歌を歌って、
楽しみながら、英語のリズムや発音に慣れさせた。ま
た、朝の読書の取り組みに習って、掃除の時間に
（週２～３回）英語の曲を流し英語に楽しく親しむ
機会を作った。

シャドウイングはとても効果的と感じている生徒は多
く、意欲的に取り組めた。いきなり行うのではなく、意
味の確認をして、ある程度ＣＤでリピート練習した後
にすると、内容を理解しながら読めるので、より効果
的であった。ペアでの会話練習も意欲的に取り組め
た。「速く読めるようになった」「相手があるので実際の
会話のようで、すごくよい」などほとんどが肯定的であっ
た。英語の歌も肯定的な意見がほとんどであった。

検証２
英語の自主学習ノートや、基礎のまとめと入試対策
を兼ねた問題集を自主的に提出させたり、夏休み、
冬休みや加力の時間に自分で解く時間を設定する
ことにより、既習の基本文、単語、連語を読み書き
できるようになれば、英語学習に対する自信がつき、
自主的に英語力（聞く、話す、書く、読む力）を伸ば
そうとし、英文を意欲的に理解しながら読もうとする
態度も高まるであろう。

単語と基本文のテストをし、再テストも行った。総仕
上げ問題集と家庭学習ノートを週に１度提出させ
添削して返したり、評価に入れた。総仕上げ問題
集は、はじめは「基本」を行わせ、力が付いたところ
で「応用編」をするよう指導した。夏の課題として「基
本」の部分を指定し、宿題とした。その後、週１度指
定した日に提出させて、終わっていない者は冬休み
に仕上げるようにした。家庭学習ノート（英語）は２
年次から続けてきた。

問題集は、１２月までにほとんどのページが終わった生
徒もいた。アンケートでは、「単語など以前より覚えた」
「今までに習ったことの復習ができてとても役立つ」「沢
山問題があって自分で考えて覚えることが出来る」な
ど肯定的な意見が多かった。家庭学習ノートは、何
冊も終わらせた生徒が多く、「週１度なので、好きな
時間にできて、自分で学習する習慣が付いた」などの
意見も多かったが、期限までに提出できない生徒もい
た。

仮説２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

問題の確定

予備調査

２年生の当初はＡＬＴとの会話や教科書の音読
が苦手な生徒も多かったが、取り組みの中で
徐々にできだした。ＴＦテストもきちんと取り組める
が、要点を聞いただけでは、内容を理解しにくい
者もいるので、板書やプリントで日本語訳の解
説をしてきた。

定期的に行ったアンケートから、ほとんどの者が
意欲を持って取り組めていて、音読練習、シャド
ウイング、ペアワーク、前での発表、単元テスト、
英語の歌、ＡＬＴとの授業の中でのローゲーム、
ワークでの基礎事項の確認・演習が人気が高
いことが分かる。

職場電話

音読や意味の確認、会話練習に対する指導はかなり行ってきたが、一人ひとりが主体的に内容を理解しようとする態度を高めるための指導では悩んでいた。
主に、指名されたり、挙手をした生徒が、訳を発表していたが、今回、全員が考え、力を伸ばせる場を設定できた。現在、総仕上げ問題集の比較的長い長
文問題でも、ほとんどの生徒が、辞書を引きながら自ら解こうとすることができている。（大まかな訳）をペアでし合う活動では、予想以上に楽しそうにお互いの
訳を言い合い、意欲的に取り組めた。「楽しく読みながら覚えられる」や、「これからも続けてほしいと思う」などの感想から、効果的であったと考えている。

読解力が低い生徒は、覚えている語彙数が少なく、基本事項の定着が低く、読むスピードも遅いので、意欲的に基本文や基本的な語彙の習得ができるよう
にさらに工夫し、支援をしていきたい。興味を持って、楽しみながら読解力を高められるような指導法の研究や、読解力がどれほど伸びたかを知るための検証
方法の研究もしたい。また、何を伝えたいのかを理解しながら、気持ちを込めて読もうとする力をさらに伸ばし、表現力を高めたい。

takako_yokoyama@kt3.kochinet.ed.jp電子メール0889-49-0511

今後の授業改善の課題

検証１

仮説・実践・検証

ＣＲＴでは領域別で「聞くこと」（全国比１１０）「読
むこと」　　（同１０１）書くこと（同１０４）「話すこ
と」（同１１１）と４領域全てで全国比を上回ってい
たが、小領域別で「基本的な英文を読みとるこ
と」（同９７）が唯一全国比に達していなかった。

研究の背景

リサーチ・クエスチョン

仮説１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

単位数（授業時数）

 研究対象（学年、クラス等） 生徒数


